
平成４年度臨時総会開催さる

告が行われたｃ
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開会官言をする向坊会長

３．講演会

今回の臨時総会識競は隈部会員の司会で（財）日

本極地研究振興会の鳥居常務理事（千葉大学名誉教

授）と国立極地研究所助教授の矢内桂三博士のお二

人により行われ、鳥居誰師より我が国の南極研究活

動の歴史を軸に北極も含めた極地研究の現状と成果

について||｣広い見地から示唆に富む大変興味深いお

話があり、又矢内誰師は、南極大陸での唄石の探索

とその解析について面白く話された。
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2．各委員会・専門部会からの活動状況報告

臨時総会に引き続き、各委員会、専門部会の責任

者から主として定期総会以後の活動状況について報

感
性

1．総会

平成４年度臨時総会は平成４年１１月２０日（金）１４：

００から名古屋市千種区池下町２丁目６３「愛知厚生年

金会館」の牡丹の間において開催された。名古屋に

於ける開催は初めての事である。、

総会は定刻１４：００、桜井専務理事の司会によって

始められ、まず、事務局長から「本日の出lﾙﾘ正会員

は２４名、委任状を寄せられた正会員は８３３名の合計

357名となり、会則に示されている正会員総数（569

名）の１０分の１以上に達しておりますので臨時総会

は成立いたします」と報告があり、向坊会長の開会

宣言ののち、会則５－１６）に基づき会長が議長席に

着き、議事が進められた。

議案は１９９０年９月２９日、３０日に開催された日本

工学アカデミー第２回国際シンポジウムの決算報告で

あり、桜井専務理事から説明があり了承された。

今回の臨時総会の議案はこの一件のみで、１４時１５

分に平成４年度臨時総会は無事終了した。

（１）

会員選考委員会からは会員増強のための努力につ

いて、止むを得ない理由により欠席の中川副会長（委

員長）に代わって桜井専務理事が原稿を代読。政策

委員会は富浦理事から談話サロンの予定１件及び１０

月に行われたシンポジウムの共催の報告、国際委員

会は馬場理事から①海外機関との交流、対応につい

て、②日本工学アカデミー第３回国際シンポジウムを

1994年春に開催する計画について、③国際委員会の

強行について、報告された。広報委員会は大橋理事

からニュース、Informationの発行について、情報

専門部会からは、小口理事が、平成４年度を期して２

つの新たな大項目をスタートしたと報告した。即ち、

(')我が国の情報工学分野の研究レベルの国際的位椴

付けに関する調査、(2)電子／通信分野における人材

育成のあり方の提言、である。材料専門部会は山田

理事から材料連合フォーラムとの共同企画等につき、

又、バイオ専門部会は、三浦理事が出席できなかっ

たので、同部会長の書面報告を桜井専務理事が代読

した。地球環境専門部会については岩佐理事（ＷＧ(3)）

主査）から国土保全と環境改善グループの活動につ

いて、更に欠席の清山理事（部会長）に代わり下郷

理事から温室効果ガス対策（ＷＧ(1)）グループの各種

活動及び交通運輸対策グループ（ＷＧ(4)）に於ける来

年のスイスでの第１０回ＣＡＥＴＳ総会の準備活動につ

いて報告があった。
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特別講演：鳥居鉄也氏 特別講演：矢内桂三氏

4．懇親会

総会、活動状況報告及び特別講演の後、井村理事

の司会で’恒例の懇親会に入り向坊会長の挨拶に続い

て、来賓の名古屋大学加藤延夫総長のユーモアに離

れた祝詞を頂き、平山副会長の発声で乾杯の後、特

別講演の講師も含め歓談した。

今回の名古屋での臨時総会が磯会裡に実施出来た

ことについては、在名の井村理事の献身的な御努力

に負うところが多く、又特別講演の講師のアレンジ

については隈部会員のお世話になった。この紙而で

御礼申し上げたい。

〆亀翰
１

：

鍵議
雛懇

議蝿

蕊
蝋 醗測甑

閏

到
即

綴総闘
い
り
Ｏ
■

鍵繍灘
必

131溌創‘‘,磯;堅…

灘灘！

灘
'二

議雛

諭~.壷誕

霊#雲鐘黙惑Ｉ

：

蕊

瀧塾

■

砿

i蕊鍵

鋸
EC

灘削

臨時総会風景

一

膿
が
‐
雪

ｙ
必

『
司夙

瞳

蕊

日本工学アカデミー

会員でソニー名誉会長

の井深大さんが平成４

年１１月３日、文化勲

章を受章された。

いち早く電子工学に

着目していた井深さん

は1946年、戦後の荒

廃の中で“技術を通じ

お山－－２二

文化勲章受章の井深大氏の業績

一ｇｂ

平成四年秋の会員の褒章・叙勲

て日本の再建と文化の向上に役立てる'，という方針

を掲げ、東京通信工業（ソニーの前身）を設立、会

社の代表者として経営に携わりながら、新技術・新

製品の開発と指導にあたられた。井深さんのめざし

たものは「自由闇達で'愉快な理想工場」の建設であ

り「他社が真似できない独自の商品」を世に送り出

すことであった。井深さんが自ら携わった代表的な

ものは、日本最初のテープレコーダー、トランジス

タおよびトランジスターラジオ、トリニトロンカラー

テレビ、家庭用ＶＴＲなどである。この中で特筆すべ

きことはやはりトランジスタとトランジスターラジ

目
・
定



教授、工学部長、学長（１９７７年～８１年）と４０年近

くを東大のために尽くされた。助教授時代、１９５４年

から３年余り、駐米大使館の初代科学アタッシェを勤

められ、国際的活動に踏み出された。ワシントン在

勤中初の日米原子力協定締結に取組まれ、見事にや

り遂げられた。御専門が電気化学でありエネルギー

問題にはもともと御関心があったが、これを機に原

子力がお仕事の一つとなった。

帰国されると、東大の原子力教育研究体制の整備

に尽力されると共に、新設の日本原子力研究所を兼

務された。全国の大学の研究者が原研の優れた施設

を利用して研究する仕組みをつくることもされた。１９６７

年、当時のウ・タンI､国連事務総長の顧問に委嘱さ

れ、１２ヶ国の専門家と共にいわゆる「核兵器白書」と

いう権威ある報告書をまとめられた。これは核節拡

のさかんな時期に、核兵器を使用した場合の影響、核

兵器所有の経済的負担と安全保障上の意義を検討し、

感情的政治的視点ではなく、客観的根拠に基づいて

核兵器全廃を目指すべきことを論じた画期的なもの

であった。その後も旧ソ連は核軍拡を続けソ連崩域

の道を歩んだが、今日もこの報告書の意義は失われ

ていない。

１９６０年代終りの東大紛争では工学部長としてその

収拾に努力され、７７年から４年間は学長として傷つ

いた東大を正しく発展させることに貢献された。東

大を退かれると、原子力委員会委員長代理となられ、

十年余この任にあたられた。原子力委員会の重要な

仕事の一つに「原子力開発利用長期計画」をほぼ５年

毎に改定することがある。先生はこの改定の指揮を

２回とられたが、１９８７年の改定では「創造的科学技

術の育成」を基本目標の一つとされ、内外の評価を

得た。この路線はその後順調に育ちつつある。

先生の国|際的活動は広範で、日中協会会長、日米

オの研究開発であろう。具体的には、それまでの真

空管式ラジオを小型・軽量で携帯型及びポケッタブ

ルのトランジスタラジオに置き換え、その用途を、一

家に－．台の「家具」からパーソナルな「個人用品」へ

と換えた事である。トランジスタは当時、もっぱら

雌薬用・軍事用を目的として開発されており、民生

用としては補聴器くらいにしか使えないと思われて

いた。ところが井深さんは、一般の人が家庭で使え

る大衆製品としてラジオにトランジスタを応用する

事を心にきめられた。そして全社を挙げて取り組ん

だこのトランジスタラジオの開発が実を結び、新し

い市場を創り出し、トランジスタという技術を通し

てエレクトロニクスを一般の家庭に根づかせること

になったのである。

また、トランジスタラジオの小型化に際しては、自

ら部品メーカーを回って製作を依頼するとともに、部

,'１１１１メーカーと一体となって開発にあたられた。この

時の協力関係が今日までの日本の電子部品産業、ひ

いては電子産業全体の飛躍的な発展につながったと

言っても過言ではない。

このように、井深さんは戦後の日本の代表的な「技

術者であって経営者」として、常に独創的な研究開

発を重視する創造的な企業活動を行ってこられた。こ

れが外国からの技術導入に頼りがちであった日本の

蝿子産業界に新風を送り込み、自ら産業を開拓する

と言う新しい方向をもたらすことになったのである。

さらに、多くの公職、団体の要職に就かれ、その

高潔な人柄と相まって、日本の科学・技術、産業、教

育、社会福祉および国際関係の向上発展など多方面

に貢献されている。

井深さんはすでに３年前、文化功労者として選ばれ

ているが、これ等のことが新しい文化を創造したと

して改めて高く評価され、産業人として初めて文化

勲蹴を受章されるに至った。この受漁を心からお慶

び11:'し上げるとともに、今後ますますの御健康とご

涌躍をお祈り申し上げる次第である。

（文責森園正彦）

文化功労者顕彰の向坊隆先生の業績

日本工学アカデミー

の会長、日本原子力産

業会議会長の向坊隆先

生が文化功労者となら

れた。これは本アカデ

ミーにとっても真にお

めでたいことと思う。

先生は1939年東京

帝国大学工学部応用化

学科を卒業、４３年に

講師となられてから助

三～８１年）と４０年近

肋教揺時代、１９５４年

（３）
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らに新型転換炉、高速増殖炉、核融合炉などの開発

への貢献。

(3)各種船舶の建造・開発によるものとして(ｱ)大型

超省エネ船、ＬＮＧ運搬船等の開発・建造による世界

交易及び経済の発展。（ｲ)戦後の初の大型クルーズ船

の開発・建造を通じての国民生活の向上。（ｳ）「しん

かい6500」をはじめとする最新鋭の海洋調査研究船

等の開発・建造による海洋開発及び科学の進歩への

寄与。（ｴ)世界初の洋上石油備蓄船の建造による我が

国のエネルギーの安定供給への貢献。（ｵ)潜水艦、ミ

サイル謹衛鑑などの建造による我が国防衛力強化へ

の寄与。

また審議会委員等政策委員としての活動を通じ、政

府施策に貢献したご功績も大きく、通産省航空機械

工業審議会委員、資源エネ庁総合エネルギー調査会

委員、科技庁原子力委員会参与及び専門部会専門委

員等、幾多の公職を歴任され'国策の策定に携わられ

た。

さらに関連団体役員としての活動を通じて産業経

済の発展に尽力されたご功績も多大で、㈱日本航空

字耐工業会会長、（出日本経営者団体連盟副会長、㈱

日本造船工業会副会長、側日本原子力産業会議常任

理事、側経済団体連合会常任理事、㈱日本原子力学

会評議員、側次世代金属複合材料研究開発協会理甑

長、側)中東協力センター理事長、㈱日本橋梁建設協

会会長、㈱ダム堰施設技術協会会長などをはじめ各

種団体の役員を歴任された。

幸いにして会長はご壮健であられる。一層ご健康

にはご留意下さり、これからの世界の経済・産業な

らびに工業技術の発展のため益々ご活躍されること

を切に念う次第である。（文責植田昭二）

〆稗、

勲一等瑞宝章受章の

飯田唐太郎氏の業績

飯田庸太郎会長は

大正９年にお生まれに

なり、一高から東京帝

国大学第一工学部に進

み昭和１８年９月同大

学ご卒業、直ちに三菱

重工業株式会社に入社

された。主として原動

機事業関係の要職を歴

任されて昭和５２年取

締役、昭和５６年常務

、昭和６０年には取締
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科学協力委員会共同議長など枚挙にいとまがない。国

内では日本工業教育教会会長など多方面で活動され

ている。また先生が育てられた多数の研究者・技術

者が各方面で活躍している。今後の御健康を祈り、高

所からの御指導をお願いしたいと思う。

（ 文 責 大 山彰）

（４）

取締役、昭和58年取締役副社長、昭和６０年には取締

役社長に、また平成元年よりは取締役会長に就任さ

れた。

会長のご功績は極めて顕著且つその分野は多大で

三菱重工業株式会社を通じ、我が国の経済発展・技

術の向上等に貢献されたものの概要は、次の通りで

ある。すなわち、

（')航空機・宇宙機器の開発によるものとして(ｱ)Ｆ

－１５Ｊジェット戦闘機の生産、次期支援戦闘機（ＦＳ

－ｘ）の日米共同開発の実現、地対空ミサイル「ペト

リオット」の量産等による我が国防衛力の強化。（ｲ）

中型旅客機「ボーイング767」の生産を通じ、航空機

業界の発展、航空機技術の水準向上。（ｳ)Ｈ－１ロケ

ットの開発・打上げ、米国宇宙ステーション開発へ

の参画による宇宙開発、宇宙技術の向上とともに通

信・放送・気象観測・科学調査分野への寄与。

(2)火力発電・原子力発電等エネルギー供給機器・プ

ラントの開発・製造によるものとして(ｧ)エネルギー

源多様化、省資源の観点から、ＬＮＧ専焼火力・石炭

専焼火力・ガスタービンと蒸気タービン併用による

高効率複合火力発電プラント及び大型揚水発電プラ

ント等の開発・建設・運転を通じての技術の確立。（ｲ）

我が国の将来の中心的エネルギーになる原子力発電

所（加圧水型軽水炉）を相次いで建設・改良標準化

し、廉価な電力の供給と国民経済の発展への寄与。さ

"..、
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勲一等瑞宝章受章の

今井功先生の業績

たのち、１９３８年に東京帝国大学理学部に講師として

戻られ、１９４２年助教授、１９５０年教授、１９７５年に定

年退官、東京大学名誉教授となられた。その後ただ

ちに大阪大学基礎工学部に移り、３年後退官ののち、

再び東京で工学院大学教授として１９８７年の退職まで

教壇に立たれた。この五十年にわたる大学での御活

躍の期間に、東京大学理工学研究所、同航空研究所

の所員を併任、欧米の諸大学・研究所の客員教授を

歴任されている。

先生の研究は多岐にわたるが、まず流体力学の分

野では、高速気流の理論、粘性流体の理論、電磁流

体力学などの理論に関して、世界にさきがけて而期

今井功先生は１９１４

年（大正３年）１０月

７日に旧満州の大連Ｉｌｉ

に生まれ、神戸市で少

年時代を過ごし、第一

高等学校を経て、１９３６

年に東京帝国大学理学

部物理学科を卒業され

た。ただちに大阪帝国

大学理学部で友近晋教

授の助手をつとめられ
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的な論文を次々に発表して111界の注目を集められた。

これらの研究に対しては、1951年に朝日文化賞、１９５９

年に日本学士院恩賜賞を受け、１９７９年に文化功労者

に選ばれ、１９８８年には文化勲章を受けられた。しか

し、先生の学術的業績は、先生を単に理論流体力学

者と呼ぶにははるかに幅が広く、その卓抜した数理

物理的発想と数理解析の能力とを見耶に融合させて、

複素関数論の応用の領域を広げ、超関数論を非数学

者にも使える形に整え、篭磁気学や力学を統一的に

再構成するなど、広く数理物理学の重要な領域にお

いて多大の貢献をされた。

これらの仕事は多数の論文と著書にまとめられて

いるが、一貫して、透徹した洞察と明快な論理に裂

づけられて、きわめて自然に理論の展開がなされて

いることが特長である。このことはまた教育の上に

もはっきり現れ、先生の名講義と温厚な人柄に深い

感銘を受けた後進の数はきわめて多い。

また、学術行政の方面では、先生は口本物理学会

会長、学術会議物理学研連委員長、同力学研連委員

長、さらに国際純粋・応用物理学連合副会長、同理

事等の要職を歴任されている。

なお先生は、若い者をしのぐほどお元気で学者と

しての毎日を送っておいでである。もはや何事にも

わずらわされない自由な立場でいつまでも御活躍頂

くことを願ってやまない。 （文黄高見穎郎）
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壁

（５）

東亜大学学長、九大名誉教授

日時：平成４年１０月９日（金）

場所：福岡市内ガーデンパレス

識師：生井武文会員

講演会一第45回談話サロン「これからの工業と工学」

生井諦師（機械工学専攻）は、これからの製造技

術の展開はいかにあるべきかという観点から論述さ

れたが、従来の鉱産経営方針は利率が低いばかりで

なく、国際的には摩擦を生じやすい。魅力的サービ

スを含む市場創造が、これからの活路であるとされ

た。

この観点による着目すべき技術開発例として、（１）

運輸省の呼びかけによるテクノスーパーライナー、（２）

東京製鋼による地気炉、(3)天然ガスによる燃料電池

をあげ、それぞれの技術的メリットを解説された。

（1)は負荷ｲiIIi値の問い製1W,を、その日のうちに、拠点

都市に届けられることになり、（2)は高炉とは連って

徹底した猟人化、省力化が可能であるばかりでなく、

高温〈2000℃）で焼くことによって効率の高いリサ

イクリングが実現でき、（3)は磁気自動車と違って高

馬力（１２０～１３０ＨＰ）の自動車への応用が可能であ



力と研究及び教育について」との題目で開催された。

セカッリ教授はＭＩＴの材料科学・工学科で、材料プ

ロセッシングの数学モデル化について研究されてい

る。この方面では世界的な学者であるが、語学に堪

能である４１でも有名で、英語、ドイツ語、ハンガリー

語は特に原稿なしで、ロシア語、日本語、フランス

語は原稿を用意すれば講演出来るとの事である。今

回は同教授が日米技術関係についても発言が多く、又

国際会議で来日されたのを機会に日本語での講演を

お願いした所、快諾されて実現したものである。講

演に先立ち旧知の不破祐会員からセカッリ教授の御

紹介があって講演に入った。日米の技術関係につい

て教育問題も含めた広い視野からの、充分に準備さ

れた講減があり、盛会であった。多数の会員に多大

の感銘を与えた。なお同氏の講演原稿は、当日の講

演より相当長く、割愛された部分にも興味のある内

容が含まれているので、広報委員会で検討の結果、全

文をインフォメーションとして印刷配布する事にな

った。

先き立って、日本工学アカデミーの創設の経緯とこ

れからの計画について、初めて聞くエピソードを混

じえて解説され、出席会員に深く感謝された。

（文責山内豊聴）

（６）

て企画されたものであるが、ハリス課長が日本語が

堪能であるので特にお願いして、同課長の来日を機

に行われたものである。諦減はハリス課長が題目の

講演会一第47回談話サロン「産業競争力と研究および教育について」

日時：平成４年１０月１５日（木）

場 所：弘済会館

識師：Ｄ１．．ＭａｒｔｈａＣ、Harris，

米国ＮＲＣ日本課長

Ｄｒ・ＷｉｌｌｉａｍＣｏｌｇｌａｚｉｅｒ，

同外国部長

演題：「全米アカデミーの歴史と活動」

第４８回談話サロンは１０月１５日夕食をはさんで米

国国立研究評議会（NationalResearchCouncil）

のコルグレイザー外国部長とハリス日本課長を講師

として「全米アカデミーの歴史と活動」をテーマと

して開催された。この講減は前広報委員長の乾崇夫

会員から、会員の中には外国のアカデミーの活動に

興味を持つ会員が多いのではないかとの示唆があっ

講演会一第48回談話サロン「全米アカデミーの歴史と活動」

平成４年９月２５日（金）

弘済会館

ProfJulianSzekely，ＭＩＴ教授

｢産業競争力と研究および教育について

一技術分野におけるアメリカと日本との

相互作用に関する一考察一一
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９月２５日にＭＩＴ教授であり又全米工学アカデミー

の会員でもあるＪ,セカッリ博士を迎えて「産業競争
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るとされた。

さらに知的材料（インテリジェンス・マテリアル）

の技術開発の現状を紹介された。このあと出席会員

との間で、熱心な質疑応答がかわされた。

当日は桜井宏専務理事が出席され、前述の講演に

■~て



前回お知らせ分以後のリストです。御覧になりたい方は事務局までお申し出下さい｡

った。講演後コルグレイザー部長とハリス課長の両

氏が答えにくい微妙な質問にも素直に本音を出して

質問者の意図に沿った回答をされていたのが印象的

であった。講演と質疑応答の内容はインフォメーシ

ョンとして印刷、全会員に配布の予定である。

（ 文 責 桜 井 宏）

GlobalEnvironmentandEner質vlssues-Proceedin賃s‘

趣旨に沿って約１時間日本語で行ったが、同課長は流

暢な日本語で、全米工学アカデミーを中心に、その

元になった全米科学アカデミー、又最近設立された

医学インスティテュートとの三団体共同の政府委託

調査研究受託機関である国立研究評議会を含めた４団

体の活動を歴史的に概観したもので、日本工学アカ

デミーの今後の活動の参考にもなる有益なものであ

新入会員の紹介

（７）

Seiyama，Ｔ、Ｅｄ・ProceedmgsofFukuokaIntemational

ElectrochemicalSocietyofJapan，1990.367pp．

中島浩術新日本製鉄株式会社技術開

発本部フェロー

水谷幸雄徳山曹達株式会社常務取締

役、研究開発本部長

第４分野（関川泰弘）第３分野再掲

第５分野阿部光延新日本製鉄株式会社技術開

発本部フェロー

井上泰新日本製鉄株式会社フェロー

梶岡博幸新日本製鉄株式会社技術開

発本部

（中島浩術）第３分野再掲

第６分野（水町守志）第２分野再掲

東京大学工学部教授

東京大学医学部医用電子研

究施設教授

東京大学生産技術研究所教

授

東京大学工学部電子工学科

教授

東亜大学大学院教授

東京大学工学部教授

東京大学工学部電子工学科

教授

㈱豊田中央研究所取締役副

所長

栗田工業株式会社常務取締

役、研究開発本部長

第２ 分野茅陽 一

斎藤正男
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多田 邦雄
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第３分野ｒ喧脚修己

計１４名関 川泰弘
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NewViewsonlnnovativeActivityandTechnolo其icalPerformance-AninnovationsurvevofSwediRh

外国アカデミー等出版物リスト
『

P
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Eds・Washington，，．Ｃ､，NationalAcademyPress，1992.166pｐ

manufacturinR.RoyalSwedishAcademyofEngineeringSciences（IVA)，1992.48pｐ

Nations・Harris．Ｍ、Ｃ・＆Ｇ、Ｅ，Moore

LinkmRTradeandTechnolo賃VPolicies-AnmternationalComparisonofthePoliciesoflndustrialized

Symposium’90,Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ９－２１，１９９０，Fukuoka・Ｔｈｅ

SupplementoftheProceedingsFukuokalntemationalSymposium’90.124pｐ

1ndianNationalAcademvofEn即nｅｅｒｍＲ－ＴｈｅＹｅａｒＢｏｏｋｌ９９２

Arrison，Ｔ・Ｓ.，ＣＦ‘

BergstenEds、Washington，，．Ｃ､，NationalAcademyPress，1992.235pp‘

Growin賃Technolo甑calCapabilitv-ImplicationsfortheU、Ｓ Ｅｃｏｎｏｍｖ‘



PolicylmplicationsofGreenhouseWarmin質． NationalAcademyofSciences，NationalAcademyof

ington，，．Ｃ､，NationalAcademyPress，1991.127pp。EngeneeringandmstituteofMedicine、Washington，，．Ｃ､，National

RiskMFlnaRementandRiskAssessｍｅｎｔｉｎ DiffemtSectorsil］ Ｄｅｎｍａｒｋ

ProceedingsfromtheATVConference“RiskManagement,HazardandRiskAssessmentinConnecitonwith

theSettingofLimitValuesforChemicals”Marcｈ３－４，１９９２，Denmark，DanishAcademyofTechnical

Sciences，1992.233pp．

TheTechnologicalFuture-AnExecｕｔｉｖｅＳ１１ｍｍａｒｖｏｆｔｈｅ９ｔｈＣＡＥＴＳ Convocation ＤａｍｓｈＡｃａｄｅｍｙｏｆ

TechnicalSciences，1992.83pp．（事務局に若干のコピーがありますので、お分けできます｡）

Technical ReSol1rcP lnfolmationforCentralandEastem Europe-ADirectorvofPublicandPrivateSector

TechnicalAssistanceandExchanReInitiativesfortheEngineerin頁 Communitv， CAETS・Washington，，．Ｃ､，

NationalAcademyPress，1992.162pｐ

[ニューズレター・年報１

Buildin賃ａｎｄＣｉｖｉｌＥｎ鰹neerin賃ResearchFocus

TheFellowshipofEn賃ineerin質AnnualReDort．

(Newsletter)．０ct.(1991)，London

(1991／92)，Lodon．

Newsletter／TheCanadianAcacdemvof EnRineerin氏 Sｕｍｍｅｒ（1992)．

お知らせ

第３回日本工学アカデミー国際シンポジウム開催

本会主催による第３回国際シンポジウムが、持続可

能な開発と冷戦終結後の世界政治の中で、技術移転

と技術拡散が如何にあるべきかについて考えるため、

開催されることになりましたのでお知らせします。

日時：平成６年３月後半

場 所：機浜

テーマ：技術移転と技術拡散一過去、現在、未来

ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙＴｒａｎｓｆｅｒａｎｄＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ－Ｐａｓｔ，Ｐｒｅｓｅｎｔ＆Ｆｕｔｕｒｅ

平成４年９月２１日開催の理事会において準備委員

CharlesStarkDraper賞推薦募集

標記のDraper賞は隔年に授与される世界最大の工

学技術賞でありますが、米国のＮＡＥでは１９９３年度

の推薦を募集して居り、日本工学アカデミーにも推

臓依頼が来ています。受賞者にはゴールドメダルと

（８）

会委員長には植之原国際委員会委員長を、組織委員

長には猪瀬副会長をお願いすることが決議され、メ

ンバーの内諾を得て大部分の準備委員会委員を委託

しました。現在組織委員会の人選を進め、1993年早々

には組織委員会を編成するとともに、準備委員会は

実行委員会として発展的に編成変えをし、招待識流

者を確定、依頼することになります。また、１９９８年

春頃までに予算、資金計画等を作成すべく準備を進

めています。委員名、シンポジウムの詳細等、決定

次第本紙でお知らせします。

＄375.000が授与されます。推薦期限は１９９３年２月

２６日です。詳細は日本工学アカデミー事務局までお

問い合わせ下さい。

一、

"富、
：．



椿

御好意により、そのページ（ｐｐ,３６－３９）のコピー

をお分けできますので、日本工学アカデミー事務局

までお申し込み下さい。

(ＴＥＬＯ３－５８２０－６７７１、ＦＡＸＯ３－５８２０－６７７３）

ニュース第２８号において“講演懇談会報告”とし

て掲載されました米国教育協会のＢｏｗｅｎ会長及び

Ｈｕｂａｎｄ事務局長の講演の要旨が、㈱日本工業教育

協会発行の協会誌「工業教育」第４０巻、第５号（1992

年９月）に掲載されております。御希望の方は同社の

新事務所のご紹介

先般、新事務所における会員の皆様へのサービス

につきましてお知らせを差し上げましたが、今回は

ビルの外観と事務所内のスナップをお目にかけます。
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8階の左奥が日本工学アカデミー事務局
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エ業教育に関する講演要旨のコピー
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編集後記

師走も半ばとなり、今年も残すところ僅かとなりま

した。

願みますと今年も、予定されておりました事業活動

を、ほぼ順調に実施することができましたことは、ご

同慶の至りであります。これは偏えに、会員の皆様の

ご努力とご協力の賜であると深く謝意を表したいと存
じます。

今年はまた、事務局の人事や長いことお世話頂きま

した大井町のビルから岩本町への事務所移転等があり

まして、何かとご迷惑をおかけしたかと存じますが、

ようやく軌道に乗りつつありますので、尚一層、会の

発展のため努力を致すつもりでございます。今後共皆

様のご指導ご鞭推のほど宜しくお願い申し上げます。

この欄を借りまして、大井町のオフィスについてい

ろいろご高配を頂きました日本電気株式会社と関係の

方々 、又岩本町のオフィスについて種々 ご協力を頂き

ました三菱マテリアル株式会社と関係の方々 に厚くお

礼申し上げます。

本号は、過日盛大に行われました今年度の臨時総会

の報告、活発に行われました談話サロン、また新しく

お迎え致しました会員のご紹介などをお届けすること

になりました。ご意見やご要望をお寄せ頂ければ幸甚
です。

末筆となりましたが、皆様のますますのご健勝とご

活跳を祈念致しますと共に、どうぞ清々 しい新春をお

迎え下さいますよう、お祈り申し上げます。（編集子）

＝、
日本工学アカデミー事務局御案内図

、
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